
栃木県では、「栃木県人権尊重の社会づくり条例」(H15.4.1)の制定及び「栃

木県人権施策推進基本計画（改訂版）」(H23～27)の策定等をとおして、すべて

の県民の人権が尊重され、相互に共存し得る平和で豊かな社会の実現のため、人

権尊重の社会づくりを総合的に推進しています。

県教育委員会は、これらの趣旨を踏まえるとともに、「栃木県人権教育基本方

針」(H13.11.6決定)に基づき、「とちぎ教育振興ビジョン（三期計画）」(H23

～27)において、視点の一つ「人権尊重の精神をはぐくむ教育の推進」のもと、

三つの施策である「人権教育推進体制の確立」、「人権教育指導者の資質・能力の

向上」、「人権教育の充実と人権啓発の推進」に努め、人権尊重の精神の涵養を目

的とした人権教育をすべての学校すべての地域において積極的に推進していま

す。

生涯学習課では、平成9年度から同和教育に参加体験型学習（ワークショップ）

を取り入れた『社会同和教育指導資料』を作成しています。そして、人権教育に

発展的に再構築された平成14年度からは、『人権に関する社会教育指導資料』と

して、参加体験型学習を中心に、指導の実践に向けた資料を作成してきました。

今年度は、主に家庭教育支援を担当する方々が、人権に視点をあてた事業を行

う際、企画・立案の参考となる「家庭教育でのアクティビティ編」と、実践する

際に参考となる「アイスブレーキング・資料編」を中心に、全3章構成で作成し

ました。特に第Ⅱ章においては、指導者が実際に人権に関する家庭教育学級・講

座等を行う際の手引となるようなアクティビティを取りあげました。

本資料が、社会教育の場面をはじめ、様々な学習の場で活用され、各市町にお

いて人権教育を推進する上で参考となることを期待しております。

平成2５年3月

栃木県教育委員会事務局生涯学習課長 村 山 二 郎
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私たちは、誰もが、幸せに生きていくための権利をもっています。人種や民族、性別な

どにかかわりなく すべての人に共通した生まれながらにしてもっている権利 それが 人、 、 「

権」です。

「栃木県人権施策推進基本計画 （平成 年 月）では、人権教育・啓発に当たって、」 18 3

今後取り組むべき「人権問題」が挙げられています。

本書は､それらの問題について学習する際の指導資料集として､二章構成で作成しました。

第Ⅰ章では、学習の場で比較的取り上げられることの多い人権問題について、それぞれ

の問題に関する知識や理解を深めるための説明に加え、問題の解決に向けた実践的な態度

をはぐくむための一助となる、参加体験型学習（ワークショップ）のプログラム例を併せ

て紹介しました。

３つの構成要素からなる参加体験型学習は、学習者の人権に対する意識の変容を目指す

学習です。そのプログラムは、学習者の意識の流れに沿ったものであり、共に学ぶ過程を

大切にしていることが大きな特徴です。

○ 学習者と学習支援者、学習者同士の交流や
統 アイスブレーキング コミュニケーションを図る活動

（ ）一 学習の雰囲気づくり
さ ○ 学習テーマに対する下地づくりの活動
れ
た ○ 気づきや見直しを与える活動
コ 中心 とな る活動 ○ 学習を深めたり、広めたりする活動
ン ○ 学びのわかちあい、共有化を図る活動
セ
プ
ト ふ り か え り ○ 気づきや感想を基にした学習者自身のまとめ

第Ⅱ章では、様々な偏見や差別等の人権侵害に対し、これらを生み出してきた背景や人

権問題の現状などを正しく理解することを目的として、５つの人権問題について、考える

際のポイントや解決に向けた取組などを紹介しました。

これらの人権問題については個別に学習することももちろん大切ですが、どの問題も根

本のところでは共通するものがあり、どこかで必ずつながっています。学習する過程でど

んなことを感じ、どんなことに気づき、どんなことを考えたかを大切にしましょう。

そして、様々な人権問題を自分のこととしてとらえ、日常生活の中で考えたり、感じた

り、行動しようとする主体的な学びを目指すときに本書をご活用ください。
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第Ⅰ章の使い方

各人権問題ごとに ページで構成されています。4

1

2

3 4

第Ⅱ章の使い方

各人権問題ごとに ページで構成されています。2

21

人権問題に関する説

明や社会の動きなど

が分かります。学習

の始めに読み、学習

者と問題意識を共有

しましょう。

関連する法律。詳細

を確認する際に参考

となります。

全体的な学習の流れと、ワークシ

ョップの３つの構成要素となる具

体的な活動が示してあります。

元気の出るメッセージ。これは、学習のまとめの際に

ファシリテーターのコメントとして活用ください。

中心となる活動

の展開のしかた

と、進行する際

に押さえておき

たいポイントが

まとめてありま

す。事前に読ん

でから取り組む

と効果的です。

活動に使用す

るワークシー

ト例。そのま

まコピーして

。使用できます

関連する資料

や役立つワン

ポイントアド

バイスです。

人権問題に関する概

要について、図や資

料を使い分かりやす

く説明しています。

問題を考える上での視

点を示しました。

テーマについての

現状や課題、解決

に向けた取組など

をまとめてありま

す。

関連する法律や参

考となる情報の紹

介です。


